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　介護保険サービスの一つに訪問介護サービ

スがあります。訪問介護サービスには、自宅

に訪問し、食事・入浴・排泄など直接身体に

触れる身体介助、掃除・洗濯・調理などの家

事面における生活援助、通院時の外出移動サ

ポートなどがあり、利用者が自宅にいても自

立した日常生活を送れるよう支援することを

目的としています。この訪問介護サービスを

主に提供しているのは訪問介護事業所（ヘル

パーステーション）と小規模多機能型居宅介

護事業所の２つです。

　訪問介護事業所は皆さんもよくご存じのヘ

ルパーさんが勤務する事業所です。一方、小

規模多機能型居宅介護事業所は、一つの事業

所で「通い」「泊り」「訪問」の３つのサービス

を提供しており、在宅で複数のサービスを利

用する方には非常に有効な施設です。概ね中

学校区に一つ指定され、地域密着型サービス

ともいわれています。

　これらの訪問介護サービスは、自分自身で

出来ない事を補うサービスというイメージが

強いと思います。例えば、「お風呂に一人では

入れないので入れてもらう。」「食事を作れな

いので調理をお願いする。」などです。しかし

ながら、本来の目標は「出来ない事を補う事

でその方の生活がより良くなること」です。

　例えば、料理を作ることが好きだった方が、

障害を患い、料理を作ることが出来なくなっ

たとしても、料理をしたいという気持ちを重

視し、支援して、出来る範囲ではありますが、

自分で料理することで生活の質を良くするの

です。具体的な事例を通して、説明したいと

思います。

【事例1】　Ａさんは、料理が好きでしたが、

障害により出来なくなりました。ヘルパーさ

んの調理で食事を摂ることは問題ありません

でした。しかし、ある日雑談の中で、料理や

調理の話になると生き生きとして話をされて

いる事に気付いたヘルパーは、ケアマネ

ジャーと相談し、訪問リハビリを入れて、調

理が出来る為の訓練プログラムを作ってもら

いました。ヘルパーさんが付添いながらその

訓練に取り組むようになり、調理の一部の作

業が出来るようになりました。障害により調

理を諦めていたＡさんですが、自分が調理し

た食事を食べるという夢を実現できました。

【事例2】　Ｂさんは、小規模多機能型居宅介

護事業所を利用されていました。自力で食事

が摂れない状況で在宅では家族が食事の介助

を行っていました。しかし、家族の方も高齢

で食事介助も出来なくなり、通所で食事を摂

ることが多くなりましたが、通所での食事は

あまり楽しそうに見えませんでした。話を聞

くと食事はやはり自宅でゆっくり食べたいと

の事でした。そこで、自宅で食事を食べる場

合の課題を探ると、ベッド上での身体の不安

定さと車椅子からベッドへの移乗が困難なこ

とが分かりました。スタッフが自宅に訪問す

る回数を増やし、家族への介護技術指導を行

いました。その結果、ご家族と一緒に、楽し

い自宅での食事が出来るようになりました。

　在宅生活において「補うだけのサービス」

ではなく、「利用者の個々の生きがいを実現で

きるためのサービス」を目指して、訪問介護

サービスに今後も取り組んでいきたいと思い

ます。

在宅生活での自己実現を目指して

～訪問介護サービスにおける生きがい作り～

地域医療包括ケアセンター 介護課長  當眞 嗣人／センター長  涌波 満

Touma & Wakunami’s Voice

　若松苑では、施設生活そのものをリハビリテーションと考えて

います。病気や怪我などで身の回りのこと（起きる、乗り移る、立つ、

歩く、トイレなど）を自分でする事が困難になった方が、再びその

人らしく生活できるようスタッフ一同でサポートします。

　リハビリテーションスタッフ（理学療法士・

作業療法士・言語聴覚士）がそれぞれの専門

性を活かしたリハビリを行い、利用者をサ

ポートします。自らの力で起き上がり、立ち

あがり、歩くこと。このような基本的な動作

ができるようにリハビリやアドバイスを行っ

ています。

　歩行器や平行棒、訓練用階段などを使用し

たトレーニングや、周囲の緑を眺めながらの

屋外歩行練習を楽しく行い体力づくりができ

る環境を整えています。また、作業活動・園芸・

回想・ゲームなどを通し、脳の活性化を図り

ながら、暮らしの中で生きがいを探すお手伝

いをします。

　リハビリスタッフと個別リハビリをマン

ツーマンで実施し目標達成できるよう一緒に

なって取り組んでいきます。（入所後３ヶ月間

は最大週６回の実施が可能です。）

　今年度からは、「在宅超強化型老健」として

の取り組みをスタートし、リハビリスタッフ

を増員して、全入所者に週３回の個別リハビ

リを実施しています。在宅に向けての取り組

みとして「担当者会議」「自宅訪問」「家族カ

ンファレンス」を充実させています。自宅へ

退所するまでに、自宅環境を整え、ご家族に

介助方法を指導し、動作方法を利用者本人に

指導練習することで安全に自宅退所ができる

よう取り組んでいきます。
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